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１７０約
億円

　
10
月
12
日
、
東
京
都
内
で
大
規
模
な
停
電
が
発
生

し
ま
し
た
。
の
べ
58
万
軒
が
停
電
し
、
信
号
機
が
止

ま
っ
た
り
、
電
車
が
運
行
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る

な
ど
大
き
な
影
響
が
で
ま
し
た
。
停
電
の
原
因
は
地

下
の
送
電
ケ
ー
ブ
ル
の
火
災
に
よ
る
も
の
で
、
送
電

ケ
ー
ブ
ル
は
設
置
か
ら
35
年
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化

と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
電
気
と
同
じ
く
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
る
水
道
は
、
高
度
経
済
成
長
時
代
に
整
備
さ

れ
た
水
道
管
や
施
設
が
耐
用
年
数
を
超
え
、
耐
震
不

足
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
安
全
な
水
を
い
つ
で
も
安
定
し
て
皆
さ
ん
に
届
け

る
こ
と
は
、
市
の
大
切
な
仕
事
で
す
。
そ
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
、
現
在
、
市
で
行
っ
て
い
る
水
道
施

設
の
機
能
強
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

 

水
道
工
務
課
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う
５
７
７
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７
５
２
９
）

　

深
谷
市
の
水
道
事
業
は
、
深
谷
地
区

で
開
始
か
ら
87
年
が
経
過
し
、
市
内
の

水
道
施
設
の
老
朽
化
は
著
し
く
、
耐
震

性
が
不
足
す
る
施
設
も
多
く
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
水
道
管
の
耐
震
化
率
は
全
国

的
に
も
低
く
、
市
町
合
併
直
後
の
平
成

17
年
度
末
に
は
、
耐
震
性
の
低
い
『
石せ

き

綿め
ん

セ
メ
ン
ト
管
』
が
約
２
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県

内
で
最
も
長
く
、
全
国
で
も
２
番
目
に

長
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
21
年
度
か
ら
『
深
谷

市
水
道
事
業
基
本
計
画
（
長
期
整
備
計

画
）』（
以
下
、
計
画
）
に
基
づ
き
、
老

朽
化
し
た
施
設
や
水
道
管
の
、
更
新
・

機
能
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、平
成
27
年
度
ま
で
に
、

約
40
億
円
を
か
け
て
耐
震
性
の
低
い
石

綿
セ
メ
ン
ト
管
を
使
用
し
た
水
道
管

を
、
耐
震
性
の
高
い
『
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳ち

ゅ
う

鉄て
っ

管か
ん

』
に
変
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
約

１
３
０
億
円
を
か
け
て
老
朽
化
し
た
浄

水
場
の
統
廃
合
、
浄
・
配
水
場
の
機
能

強
化
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。

浄
水
場
の
統
廃
合
や

老
朽
化
し
た
水
道
管
の
更
新

: 浄水場
: 配水場
: 浄・配水場の
  配水区域

花園第2配水場

川本浄水場

新仙元山配水場

花園第1配水場

今泉配水場

皿沼浄水場

前小屋浄水場前川原浄水場

岡部浄水場

本田配水場

荒川

国道17号 深谷バイパス

利根川

国道140号
バイパス

国道17号

関越自動車道

ＪＲ高崎線ＪＲ高崎線

上越新幹線上越新幹線

市内の浄水場・配水場市内の浄水場・配水場

浄水場の統廃合
浄・配水場の機能強化
▪老朽化の著しい幡羅町浄水場と普済寺浄水場を廃止し
て、機能拡張した岡部浄水場へ統合
▪老朽化の進んだ畠山増圧ポンプ場を廃止し、新たに本田
配水場を建設　など

130約 億円

浄水場では、地下水や川の水を浄化して、配水区域へ送り出しています。配水場では、
県や市の浄水場で浄化した水を配水池にためて、配水区域へ送り出しています。

項目 平成17年度末 平成26年度末

深谷市
197.2キロメートル
県内で1番目、全国で
2番目の長さ

71.0キロメートル
県内で2番目、全国で
10番目の長さ
※平成27年度末には57.8
キロメートルまで短縮

県内
平均

  25.5キロメートル
（70団体平均）

   9.2キロメートル
（59団体平均）

全国
平均

    8.6キロメートル
（1,704団体平均）

   3.7キロメートル
（1,482団体平均）

耐震性の低い水道管
（石綿セメント管）の更新

▪老朽管のうち特に耐震性の低い石綿セメント管を、耐震
性の高いダクタイル鋳鉄管へ更新（約 140 キロメートル）

40約 億円

◀岡部浄水場内には市内全ての
水道施設の監視を行うコント
ロールセンターを整備。365日・
24 時間体制で安定稼働を支え
ている。

下記のとおり、市町合併時と比べて、水
道管や浄水場などの施設耐震化率は大幅
に改善しました。

耐震化率大幅アップ！

1.6％

平成17年度 平成27年度 平成17年度 平成27年度

6.4％

耐震化率
アップ！

31.8％

水道管 浄水場など

52.6％

40％

30％

20％

10％

0％

50％

※石綿（アスベスト）を使用していますが、水の安全性には
問題ありません。

▲本田配水場

【県内・全国平均との比較】※平成 26 年度数値での比較

平
成
21
年
度
か
ら
約
１
７
０
億
円
を
投
資

老
朽
化
を
解
消
し
地
震
に
強
い
水
道
へ

水
道
施
設
の
機
能
強
化
を
進
め
て
い
ま
す

▲岡部浄水場の配水池や浄水設備
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大阪
名古屋

深谷

鹿児島鹿児島

深谷市から直線距離で
約1,090キロメートルの場所

料
金
収
入
は
減
少
。
し
か
し
…

先
送
り
で
き
な
い
施
設
更
新

　

水
道
施
設
の
維
持
管
理
や
更
新
に
は
、多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、

水
道
事
業
は
水
道
を
使
う
人
が
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
『
受
益
者
負
担
』

が
原
則
で
、
そ
の
費
用
は
原
則
と
し
て
料
金
収
入
で
ま
か
な
い
ま
す
。
し

か
し
、給
水
人
口
の
減
少
や
節
水
技
術
の
向
上
で
水
の
使
用
量
は
減
少
し
、

そ
れ
に
伴
い
料
金
収
入
は
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
状
況
で
す

が
、
い
つ
で
も
安
定
し
て
、
安
心
な
水
を
届
け
る
た
め
に
は
、
施
設
の
更

新
を
こ
れ
以
上
先
送
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
本
年
７
月
に
は
、
市
民
や
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
水
道

事
業
運
営
審
議
会
か
ら
、『
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
の
た
め
に
は
、

適
正
な
水
道
料
金
で
水
道
事
業
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
』

と
す
る
内
容
の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
答
申
を
真し

ん

　し摯
に
受
け
止
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
実
施
し
て

い
る
人
員
削
減
や
施
設
統
合
に
よ
る
事
業
の
効
率
化
・
ス
リ
ム
化
な
ど
の

経
営
努
力
を
一
層
強
化
し
、
水
道
の
安
定
供
給
と
健
全
経
営
の
両
立
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

1人１日当たり
11リットルの減少

500ミリリットルの
ペットボトルに換算して
22本分の減少

平
成
32
年
度
ま
で
に

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
ゼ
ロ
へ

　

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
更
新
事
業

で
、
施
設
や
水
道
管
の
耐
震
化
率
は
大

き
く
改
善
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で

も
、
ま
だ
老
朽
化
・
耐
震
化
へ
の
対
策

は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
残
存
延

長
は
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、
県
や

全
国
平
均
と
比
較
し
て
い
ま
だ
長
く
、

平
成
26
年
度
末
で
県
内
で
２
番
目
に
、

全
国
で
も
10
番
目
に
長
い
状
況
で
す
。

　

市
で
は
今
後
、
平
成
32
年
度
ま
で
に

約
30
億
円
を
か
け
て
水
道
管
の
更
新
を

進
め
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
使
用
を
ゼ

ロ
に
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新

が
終
了
し
て
も
、
水
道
管
の
更
新
は
続

き
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
水
道
管
の
総
延
長
は
約

１
０
９
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
れ
は

終
わ
ら
な
い
水
道
管
更
新

終
わ
ら
な
い
水
道
管
更
新

　
当
初
、
計
画
は
平
成
32
年
度
で
終
了

す
る
予
定
で
し
た
が
、
平
成
23
年
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
の
各
地
の
被

害
を
教
訓
に
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化

が
著
し
く
、
部
分
的
な
修
繕
に
よ
る
対

応
が
困
難
と
な
っ
た
皿
沼
浄
水
場
の
改

修
な
ど
約
52
億
円
を
追
加
し
、
事
業
期

間
も
５
年
間
延
長
し
て
、
東
日
本
大
震

災
と
同
規
模
の
地
震
に
も
負
け
な
い
水

道
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

１人1日当たりの水の使用量
単位：リットル

平成22年度 平成27年度

●●●浄水場　耐震化工事後

323

312

325

320

315

310

0

平
成
37
年
度
ま
で
に

皿
沼
浄
水
場
、
花
園
第
１
・

第
２
配
水
場
な
ど
を
改
修

▪既設配水池の耐震補強と
新たな配水池の建設
▪老朽化した非常用自家発
電設備の更新　など

花園第1・
第2配水場の改修

▪配水池の耐震補強
▪ろ過機などの浄水設備、水
を送り出す配水設備、電気設
備などを全面的に改修　など

深
谷
か
ら
鹿
児
島
ま
で
の
直
線
距
離
を

超
え
る
長
さ
で
す
。

　

こ
の
長
さ
の
水
道
管
を
現
在
と
同
じ

ペ
ー
ス
で
、
毎
年
約
６
億
円
の
工
事
費

を
か
け
て
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ず
つ
更

新
し
て
も
、
更
新
が
終
了
す
る
ま
で
に

は
１
０
０
年
以
上
か
か
り
ま
す
。
そ
の

間
に
も
、
新
た
に
更
新
が
必
要
と
な
る

老
朽
管
は
毎
年
増
え
て
い
き
ま
す
。
水

道
管
の
法
定
耐
用
年
数
は
40
年
で
す
。

更
新
が
必
要
な
水
道
管
が
な
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

安
全
な
水
を
安
定
し
て
届
け
る
た
め

に
は
、
水
道
管
の
更
新
を
先
送
り
せ
ず

に
、
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

（平成 27 年度末。単位はキロメートル）

ダクタイル
鋳鉄管塩化ビニール管

石綿
セメント管 鋳鉄管・その他

491 8258459

52約
億円

３０約
億円

▲ろ過機の腐食の様子

▲老朽化した非常用自家発
電機

11
リットルの
減少

皿沼浄水場の改修

８約 億円

４２約 億円

平
成
37
年
度
ま
で
に
さ
ら
に
約
82
億
円
の
投
資
が
必
要
で
す

▲新たな水道管を地
中に埋める作業

老朽化を解消し地震に強い水道へ
水道施設の機能強化を進めています

約1,090キロメートルとは
深谷から鹿児島までの
直線距離を超える長さ！

市内に敷設された
水道管の総延長
約1,090キロメートル


